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がじがに 


本書では 、 LSI Logic ディスクアレイコントローラを接続した Express 5800シリーズで使われる 
rPower Console Plus 」 について説明しています。 

本書の内容は、 Windows の機能や操作方法について十分に理解されている方を対象に説明してい 
ます。 Windows に関する操作や不明点については、 Windows オンラインヘルプやマニュアルなどを 
参照して〈ださい。また 、 LSI Lo かディスクアレイコントローラに関係する説明書もお読み〈ださい。 


本文中の記号について 

本文中では次の2種類の記号を使用しています。それぞれの意味を示します。 



ユーティリティや装置を取り扱う上で守らなければならない事柄や特に注意をすべき点を示します。 


^ 知ってお〈と役に立つ情報や、便利なことなどを示します。 
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商標について 

EXPRESSBUILDER と ESMPRO は日本電気株式会社の登録商標です。 

Microsoft 、 Windows、Windows NT は米国 Microsoft Corporation の米国およびその他の国におけ 
る登録商標または商標です。 

MegaRAID 、 WebBIOS、Power Console Plus は、米国 LSI Logic Corp の登録商標または商標です。 
記載の会社名および商品名は各社の商標または登録商標です。 

Windows Server 2003 は Microsoft ⑧ Windows Server 2003, Standard Edition および' Microsoft ⑩ 

Windows Server 2003, Enterprise Edition 、 Microsoft ⑧ Windows Server 2003, Datacenter Edition の 
略称です。 

Windows XP は Microsoft® Windows® XP Server operating system および Microsoft ⑧ Windows® XP 
Professional operating system の略中小です 0 

Windows 2000 は Microsoft ⑧ Windows ⑧2000 Server operating system および' Microsoft ⑧ 
Windows® 2000 Advanced Server operating system 、 Microsoft® Windows® 2000 Professional 
operating system の略称です。 

Windows NT (ま Microsoft ⑩ Windows NT ⑧ Server network operating system version 4.0 および 
Microsoft ⑩ Windows NT ⑧ Workstation network operating system version 4.0 の略称です。 

Windows Me は Microsoft ⑧ Windows ⑩ Millennium Edition operating system の略称です。 

Windows 98 は Microsoft ⑩ Windows ⑩ 98 operating system の略称です。 
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ブ .概要 

1.1 主な機能 


Power Console Plus は 、 LSI Logic ディスクアレイコントローラ （ MegaRAID コントローラ）の RAID システムを制 
御するためのューティリティです 。 Power Console Plus を使うことにより、口ーカルの Express サーバに構築された 
RAID システムおよび、ネットワーク （ TCP/IP) で接続された Express サーバに構築された RAID システムの監視や保 
守などの操作を行うことができます。操作は、グラフィカルな画面で、システムを停止することなく、オンラインで行うこ 
とができます。 


ミ主） Power Console Plus のインストール / アンインストール時にはシステムを停止する必要があります。 
Power Console Plus には、！ ^ 下の特長があります。 

□ コンフィグレーションが容易になる Wizard 機能をサポート 

□ RAID Level の変更が可能 

□ SAF-TE に対応 

□ パフォーマンスモニタをサポート 

□ 温度監視、電漏監視、ファン監視などのエンクロジャー機能をサポート 

□ ロジカルドライブ単位の Write/Read/Cache ポリシー設定が可能 

□ コンフィグレーションのセーブ/リストア機能をサポート 

□ SC 別転送レイトの表示が可能 

1.2 コンポーネント構成 


Power Console Plus は、 5 つのコンポーネントで構成されています。 

□ SNMP Agent 

SNMP 経由での ESMPRO による MegaRAID コントローラの監視を可能にします。 

MegaRAID コントローラを搭載している Express サーバにインストールします。 

□ MegaRAID Service Monitor 

イベントログ登録により ESMPRO での MegaRAID コントローラの監視を可能にします。 

MegaRAID コントローラを搭載している Express サーバにインストールします。 

□ Synchronize Cache Utility 

全てのサーバ、管理 PC にインストールが必要なコンポーネントです。 

□ MegaRAID Client 

グラフィカルな画面で RAID システムを制御します。 

MegaRAID コントローラを搭載している Express サーバやこの Express サーバとネットワークで接続された管 
理 PC にインストールします。 

□ MegaRAID Server 

ネットワーク経由での MegaRAID コントローラの制御を可能にします。 

MegaRAID コントローラを搭載している Express サーバにインストールします。 

□ MegaRAID Registration Server 

ネットワーク経由での MegaRAID コントローラの制御を可能にします。 

MegaRAID コントローラを搭載している Express サーバか管理 PC のいずれか 1 台にインストールします。 

Power Console Plus を使うためには、これらのコンポーネントのうち必要なコンポーネントをインストールして環境 
設定する必要があります。 
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Power Console Plus のインストールでは、インストール対象となる Express サーバや管理 PC により、必要なコン 
ポーネントをまとめてインストールします。 

□ サーバ 

MegaRAID コントローラを搭載している Express サーバ。 

対象コンポーネントは 、 SNMP Agent, MegaRAID Service Monitor, Synchronize Cache Utility, 
MegaRAID Client, MegaRAID Server 。 

□ 管理 PC 

ネットワーク （ TCP/IP) 経由でサーバを管理するコンピュータ。 

対象コンポーネントは 、 Synchronize Cache Utility, MegaRAID Client 。 

管理 PC は、 TerminalServer，Terminal Server エミュレータ， WBT を使用したクライアント上での動作は 
保証していません。管理 PC の Power Console Plus の起動は、「サーバ」や「管理サーバ」がインストールさ 
れているマシンの起動後に行って〈ださい。 

□ 管理 サーバ 

同ーネットワーク （ TCP/IP) 上で接続されたサーバすべてを管理するコンピュータ。 

対象コンポーネントは 、 Synchronize Cache Utility, MegaRAID Registration Server 。 

『管理サー/別は同ーネットワーク上にあるサーバ、管理 PC の1をのみにインストールしてください。 



2 . サーバのセットアツブ 


ここでは、 MegaRAID コントローラを搭載している Express サーバへの Power Console Plus のセットアップについて 
説明します。 


2.1 動作環境 


サーバ上で Power Console Plus が動作するために必要な動作環境について説明します。 


-ハードウエア 


-本体 

-メモリ 

-ハードディスクの空き容量 
-ディスプレイ 

-必要な周辺機器 


: LSI Logic ディスクアレイシステムを構築している Express 5800 シリーズ 
: OS の動作に必要なメモリ + 8M 己!^上 
:上 

:画面サイズが 1 024x7681^ 上 （ 800x600m 下の場合、フォントサイズ 
にルさな文字を使わないと、ボタンなどの表示ができない場合がありま 

す。） 

: Network Interface 力ート 
: CD-ROM 装置 
:マウスまたはポイントデバイス 


-ソフトウェア 

- Microsoft Windows 2000 
- Microsoft Windows Server 2003 


ESMPRO と連携させるときは、 OS がインストールされていることに加え、次のソフトウェアが必要です。 

- ESMPRO/ServerManager Version 4.01^ 降 （ ESMPRO/ServerManager のツールメニューから Power Con 

sole Plus を起動することができます） 

- ESMPRO/ServerAgent Version 4.01^ 降 （ ESMPRO を使って MegaRAID コントローラの監視ができます） 

2.2 準備 

セットアップをする前に必要な準備について説明します。 

- MegaRAID コントローラが 取り付けられている こと。 

- MegaRAID コントローラのドライバが組み込まれていること。 

- Windows の SNMP サービスが組み込まれていること。 

- Windows の TCP/IP の設定が終了していること。 

- システムのアップデートが終了していること。 

■ Administrators グループでログオンされていること。 

- インストール時は Power Console Plus がアンインストールされていること（既にインストール済みの場合）。 
また、 ESMPRO 通報連携設定が解除されていること （ ESMPRO 通報連携を設定していた場合）。 




2.3 インス!-ール 


下の手順にしたがって Power Console Plus をインストールします。 

1) 装置本体の電源を ON にして 、 Windows 2000 /Windows Server 2003を起動する。 

2) 添付の 「 EXPRESSBUILDER 」 と書かれた CD - ROM をドライブにセットする。 

3) [ソフトウェアのセットアップ]-也 SMPRO ] をクリックする。 


ESMPRO マスタコントロールメニューが表示され ます。 

4) 隔連ューティリティメニューへ]をクリックする。 

関連 ユーティリティメニューダイアログボックスが表示され ます。 

5) [Power Console Plus ] をクリックする。 

[セットアップオプションの選択]の画面が表示されます。 


6) [インストール[コンホ-ネント：サーバ]] 
を選び、饮へ]ボタンをクリックする。 


[インストール先ディレクトリの指定]の 
画面が表示されます。 


^ インストールするサーバを管理 
^ サーバにもしたい場合は、[コン 
ヒントホ-ネント：サーバ+管理サー 
バ]を選び、[次へ]ボタンをクリッ 
クします。 



7) Power Console Plus のインス!— 
ル先ディレクトリを指定して、[次へ] 
ボタンをクリックする。 


[パスワードの指定]の画面が表示され 
ます。 


合 
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インストール先ディレクトリを変更 
する場合は、[参照]ボタンをク 
リックしてディレクトリを指定しま 
す。 



8) Power Console Plus でフルアクセ 
スを許可するためのパスワードを入 
力して、[次へ]ボタンをクリックする。 

インストールが開始され、セットアップの 
自動実行が終了すると[セットアップの 
完了]の画面が表示されます。 

インストールの自動実行の途中でしば 
ら〈画面が止まっているように見える場 
合があります。 



































9) [はい、今すぐコンピュータを再起動 
します。]を選び、院了]ボタンをク 
リックする。 


システムが再起動されます。 














2.4 環境設定 

レ:>1下の環境設定を行います。 

■ HOSTS ファイルの設定 

このファイルの設定は、ネットワーク経由で制御する場合に必要です。設定内容は Power Console Plus 
のサーバ情報および管理サーバ情報、管理 PC 情報の下記項目です。この情報を Windows の 
TCP / IP で提供/参照される HOSTS ファイルに登録します。 

■ネットワーク経由で制御するすべてのサーバ、管理 PC の IP アドレスとホスト名 

■管理サーバの IP アドレスとホスト名 


この項目は下の図のようにメモ帳などのテキストエディタで HOSTS ファイルに追加します。 

追加した行の行末は必ず改行を行って〈ださい。 

HOSTS フアイルは Windows 2000の場合、 C -¥ Winnt ¥ System 32¥ Drivers ¥ etc¥hosts です。 

Windows Server 2003の場合、 C -¥ Windows ¥ System 32¥ Drivers ¥ etc¥hosts になります。下に 
Hosts ファイルの記載例を示します。 


H 因巧 
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■ REGSERV . DAT ファイルの修正 


ネットワーク経由で制御する場合は Power Console Plus が提供/参照する REGSERV . DAT ファイル 
に登録済の下記管理サーバの情報の置換が必要です （Power Console Plus インストール時に登録され 
ているデフオルトのホスト名は localhost です）。口ーカルサーバとして使用する場合は、自マシンのホス 
卜名に変更して〈ださい。 

•管理サーバのホスト名（ローカルサーバとして使用する場合は自マシンのホスト名） 


下の図のようにメモ帳などのテキストエディタで REGSERV . DAT ファイルを修正して〈ださい。行末は必 
ず改行して〈ださい。 

REGSERV.DAT ファイルは 、 Windows 2000の場合、 C ：¥ Winnt ¥ System 32¥ Drivers ¥ etc ¥ 
regserv.dat です 。 Windows Server 2003の場合は C -¥ Windows ¥ System 32¥ Drivers ¥ etc ¥ 
regserv . dat になります。下に REGSERV . DAT ファイルの記載例を示します。 


ファイル ( り漏集を）おまち ） A ルフ•お） 


■ -■□ixi 


PLEASE READ TH に INFORMATION CAREFULLY 1 

tt This file MUST corvtsin the name of the Res i st rsi: i on server. 

It The HOSTS file must contain the RAID server name(s) and their 
It associated TCP/IP address. The Resisi:rat ion server name should 
It correspond to a name in the HOSTS file. 

It The HOSTS file can be found in the %Sysi emRooi%¥system32¥drivers¥etc 
# directory in Windows NT and in the 完 winbootdir 完 directory in Windows 95. 
tt Rep I ace ’localhost’ below with your Registration server name 
け and press enter. 
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■ ESMPRO / ServerManager とのメニュー連携の設定 


ESMPRO / ServerManager ( Ver .4.0 降）の統合 ビユーア （オペ レーシヨ ンウィンドウ）の ツールメニユ ー 
から Power Console Plus のアプリケーシヨン （MegaRAID Client ) を起動するための設定 （ESMPRO 
メニュー連携）を行います。 

設定は、本体添付の EXPRESSBUILDET と書かれた CD - ROM 内のフォルダ 
¥ ESMPRO ¥ JP ¥ I 386 ¥Pcon にある ESMPRO メニュー連携設定ッール PCPESMSM.EXE により 
行います。 

■ESMPRO メニュー連携を設定する前に必ず、「スタート」一「プログラム」一 「MegaRAID Client 」を実行して 
Power Console Plus が起動することを確認して〈ださい。実行しない場合に連携が設定されないことが 
あります。 

-ェクスプローラなどから ESMPRO メニュー 連携設定 ツール PCPESMSM . EXE を実行する。しばらく 
するとセットアップメッセージが順次表示されて終了します。 


設定が完了すると、統合ビューア（オペ レーシヨ ンウインドウ）のツールメニュー項目に Power Console 
Plus が追加されます。 

設定完了な前に統合ビューアを起動していた場合は、一旦、終了後、再度、統合ビューアを起動し直すこ 
とによりメニュー項目へ追加されます。 

ミ主意事項 

ESMPRO メニュー連携を設定する場合は、「スタート」一「プログラム」に作成された Power Console 
Plus のメニュー項目 「MegaRAID Client 」 を移動したり名前を変更したりしないで〈ださい。 

メニュー項目 「MegaRAID Client 」 を移動したり名前を変更した場合 、 ESMPRO メニュー連携は設定さ 
れません（既に ESMPRO メニュー連携が設定されてるときは、設定が解除されます）。 














補足事項 

■ESMPRO メニュー連携の設定を行うには、 ESMPRO/ServerManager ( Ver .4.0 降)および 
MegaRAID Client がインストールされている必要があります。 

■ESMPRO メニュー連携の設定を解除するには 、 Power Console Plus (MegaRAID Client ) がアンイ 
ンストールされている必要があります。 

■MegaRAID Client 力《インストールされているかは、「スタート」一「プログラム」メニュー項目に 
「MegaRAID Client 」 があるかで確認できます。 

■ESMPRO メニュー連携が設定されているかは、 ESMPRO / ServerManager の統合ビューア(オペレー 
シヨンウインドウ） のツールメニュー 項目 に 「Power Console Plus 」 があるかで確認できます。 

- ESMPRO / ServerManager をアンインス!ルすると 、 ESMPRO メニュー連携の設定も解除(アンイン 
ス I ''ール)されます。 

■ フルアクセスを許可するパスワードの変更 

インストール時に指定したフルアクセスを許可するパスワードを変更するには 、 Power Console Plus 力《 
提供するパスワード変更ツール SETPASS . EXE により行います。 


-ェクスプローラなどから Power Console Plus 
のインストール先のサブフオルダでがので r にあ 
るパスワード変更ッール SETPASS . EXE を芙 
行する。 

旧パスワード Old Password と新パスワード 
New Password/Retype Password を入力して 
[ OK ] ボタンをクリックします。 



万が一、旧パスワードを忘れてしまった場合は、 

パスワードファイル RAIDPASS . VAL を削除してからパスワード変更ツール SETPASS . EXE によ、)巧度、 
パスワードを設定します。 

パスワードファイル RAIDPASS . VAL は 、 Windows 2000の場合、 
C *¥ Winnt ¥ System 32¥ Drivers ¥ etc ¥ raidpass . val です。 

Windows Server 2003の場合は C -¥ Windows ¥ System 32¥ Drivers ¥ etc ¥ raidpass . val です。 



パスワードファイル化4/ひ R 4 タタ • K 4 ムは 、 Power Console Plus でフルアクセスを許可するための 
パスワードが格納された重要なファイルです。 

パスワードファイルぶ AT ぶ心タタ .^4 ムの NTFS ファイルアクセス権を Administrator 権限等に変更 
して、削除/移動を管理者のみに制限するようガードして〈ださい。 
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2.5 アンインス!-ール 


下の手順にしたがって Power Console Plus をアンインストールします。 

1) 添付の 「 EXPRESSBUILDER 」 と書かれた CD - ROM をドライブにセットする。 

2) [ソフトウェアのセットアップ]-也 SMPRO ] をクリックする。 

ESMPRO マスタコントロールメニューが表示されます。 

3) 闡連ューティリティメニューへ]をクリックする。 

関連ユーティリティメニューダイアログボックスが表示されます。 

4 ) [Power Console Plus ] をクリックする。 

[セットアップオプションの選択]の画面が表示されます。 


5) [アンインストール[コンホ。-ネント：すべての 
コンホ°-ネン川を選び、[次へ]ボタンをク 
リックする。 

アンインストールが開始され、セットアップ 
の自動実行が終了すると[セットアップの完 
了]の画面が表示されます。 


アンインストールの自動実行の途中でしば 
ら〈画面が止まっているように見える場合 
があります。 



6) [はい、今すぐコンピュータを再起動しま 
す。]を選び、院了]ボタンをクリックする。 

システムが再起動されます。 




Power Console Plus をアンインストールする際に!^下のイベントログが登録されることがあります力 《 、システム 
の動作上問題ありません。 


ソース : Service Control Manager 

イベント ID :7031 

説明 : SNMP Service サービスは不正に終了しました。これは 1 回発生しています。 


ソース ： NobleNet Portmapper 

イベント ID :〇 

説明 ： NobleNet Portmapper error 
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3. 管理 PC のセットァッブ 

ここでは、ネットワーク （ TCP / IP ) 経由でサーバを管理するコンピュータへの Power Console Plus のセットアップについ 
て説明します。 

3.1 動作環境 


管理 PC で Power Console Plus が動作するために必要な動作環境について説明します。 


-ハードウエア 

-本体 


-メモリ 

-ハードディスクの空き容量 
-表示装置 

-必要な周辺機器 


: Express 5800シリーズ 
: PC 98- NX シリーズ 

: PC / AT 互換機 (Intel Pentium またはそれ!^上の CPU 搭載のこと） 

: OS の動作に必要なメモリ + 8 M 巨!^上 
:上 

:画面サイズカ《1024 x 7681^上 （800 x 6001^ 下の場合、フナントサイズ 
にルさな文字を使わないと、ボタンなどの表示ができない場合がありま 

す。） 


: Network Interiace / J — 

: CD - ROM 装置 
:マウスまたはポイントデバイス 


-ソフトウェア 

- Microsoft Windows Server 2003 
- Microsoft Windows 2000 
- Microsoft Windows NT Version 4.0 

(Windows NT Version 4.0 Service Pack 51^ 降 + Internet Explorer 4.01 Service Pack 21^ 降） 

- Microsoft Windows 95/98 /Me 

(Internet Explorer 4.01 Service Pack 21^ 降） 


ESMPRO と連携させるときは、上のうちのいずれかの OS がインストールされていることに加え、次のソフトウェアが 
必要です。 

- ESMPRO/ServerManager Version 3.81^ 降 （ ESMPRO / ServerManager のツールメニューから Power Con 

solePlus を起動することができます） 


3.2 準備 

セットアップをする前に必要な準備について説明します。 

- Windows の TCP / IP の設定が終了していること。 

- システムのアップデートが終了していること。 （ Express をご使用の場合） 

- Administrators グループでログオンされていること 。 (Windows Server 2003 / NT / 2000の場合） 

- インストール時は Power Console Plus がアンインストールされていること（既にインストール済みの場合）。 
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3.3 インス!-ール 


下の手順にしたがって Power Console Plus をインストールします。 


1) 添付の 「 EXPRESSBUILDER 」 と書かれた CD - ROM をドライブにセットする。 


2) [ソフトウェアのセットアップ]-也 SMPRO ] をクリックする。 


ESMPRO マスタコントロールメニューが表示され ます。 

3) 闡連ユーティリテイメニューへ]をクリックする。 


関連 ユーティリティメニューダイアログボックスが表示され ます。 

4) [Power Console Plus ] をクリックする。 


[セットアップオプションの選択]の画面が表示されます。 


5) [インストール[コンホ-ネント：管理 PC ]] を選び、 
[次へ]ボタンをクリックずる。 

[インストール先ディレクトリの指定]の画面が表 
示されます。 


^1インストールする管理 PC を管理サーバに 
^ もしたい場合は、[コンが-ネント：サーバ+ 
管理サーバ ] を選び、饮へ]ボタンをク 
リックします。 



6) Power Console Plus のインストール先デイ 
レクトリを指定して、[次へ]ボタンをクリックす 
る。 

インストールが開始され、セットアップの自動実 
行が終了すると[セットアップの完了]の画面が表 
示されます。 


インストールの自動実行の途中でしばら〈画面が 
止まっているように見える場合があります。 



ヒント 


インストール先ディレクトリを変更する場合は、惨照]ボタンをクリックしてディレクトリを指定します。 


7) 院了]ボタンをクリックする。 



各画面は、 Windows 2000へのインストール時のものです。 
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3.4 環境設定 

レ:>1下の環境設定を行います。 

■ HOSTS ファイルの設定 

設定内容は Power Console Plus のサーバ情報および管理サーバ情報、管理 PC 情報の下記項目で 
す。この情報を Windows の TCP/IP で提供/参照される HOSTS ファイルに登録します。 

■ネットワーク経由で制御するすべてのサーバ、管理 PC の IP アドレスとホスト名 

■管理サーバの IP アドレスとホスト名 

この項目はメモ帳などのテキストエディタで HOSTS ファイルに追加します。追加した行の 
行末は必ず改行を行って〈ださい。 

HOSTS フアイルは、 Windows 2000 /NT の場合 C -¥ Winnt ¥ System 32¥ Drivers ¥ etc¥hosts > 
Windows 95/98 /Me の場合、 C -¥ Windows¥hosts です。 Windows Server 2003の場合は 
C -¥ Windows ¥ System 32¥ Drivers ¥ etc¥hosts 

レ:>1下に Hosts ファイルの記載例を示します。 


眉 Hosts - メモ店 HImI 巧 
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■ REGSERV . DAT ファイルの修正 


Power Console Plus が提供/参照する REGSERV . DAT ファイルに登録済の下記管理サーバの情報 
の置換が必要です （Power Console Plus インストール時に登録されているデフオルトのホスト名は 
loca 比 ost です）。 

•管理サーバのホスト名 


メモ帳などのテキストエディタで REGSERV . DAT ファイルを修正して〈ださい。行末は必ず改行して〈ださ 
い。 

REGSERV.DAT ファイルは、 Windows 2000 /NT の場合 C -¥ winnt ¥ System 32¥ Drivers ¥ etc ¥ 
regserv . dat > Windows 95/98 /Me の場合 C -¥ System 32¥ Drivers ¥ etc ¥ regserv.dat です 。 Windows 
Server 2003の場合は C*¥Windows ¥ System 32¥ Drivers ¥ etc ¥ regserv.dat です。 


ファイル(り漏集ち）おまち） A ルバぶ 


■ -inixi 


tt PLEASE READ TH に INFORMATION CAREFULLY 1 
tt 

# This file MUST corvtsin the name of the Res i si: rsi: i on server. 

H The HOSTS file must contain the RAID server name(s) and their 
it associated TCP/IP address. The Registration server name should 
H correspond to a name in the HOSTS file. 

It The HOSTS file can be found in the %SystemRooi%¥system32¥driversVetc 
directory in Windows NT and in the 完 winbootdir 完 directory in Windows 95. 
It Rep I ace ’I oca I host’ below with your Registration server name 
け and pr e 争 s enter. 

NECl 




山 




下に REGSERV . DAT ファイルの記載例を示します。 


■ ESMPRO / ServerManager とのメニュー連携の設定 

ESMPRO/ServerManager ( Ver .4.0 が 降） の統合ビューア（オペレーシヨンウインドウ）のツールメニュー 
から Power Console Plus のアプリケーシヨン （MegaRAID Client ) を起動するた めの 設定 （ESMPRO 
メニュー 連携）を行います。 

設定は、本体添付の EXPRESSBUILDET と書かれた CD - ROM 内のフォルダ 
¥ ESMPRO ¥ JP ¥ I 386 ¥Pcon にある ESMPRO メニュー連携設定ツール PCPESMSM.EXE により 
行います。 

■ESMPRO メニュー連携を設定する前に必ず、「スタート」一「プログラム」一 「MegaRAID Client 」を実行して 
Power Console Plus が起動することを確認して〈ださい。実行しない場合に連携が設定されないことが 
あります。 

■ェクスプローラ などから ESMPRO メニュー 連携設定 ツール PCPESMSM . EXE を実行する。しばらく 
するとセットアップメッセージが順次表示されて終了します。 


設定が完了すると、統合ビュ ーア （オペレーシヨンウインドウ）のツールメ ニュー 項目に Power Console 
Plus が追加されます。 

設定完了レ:>1前に統合ビューアを起動していた場合は、一旦終了後、再度、統合ビューアを起動し直すこと 
によりメニュー項目へ追加されます。 

ミ主意事項 

ESMPRO メニュー連携を設定する場合は、「スタート」一「プログラム」に作成された Power Console 
Plus のメニュー項目 「MegaRAID Client 」 を移動したり名前を変更したりしないで〈ださい。 

メニュー項目 「MegaRAID Client 」 を移動したり名前を変更した場合 、 ESMPRO メニュー連携は設定さ 
れません（既に ESMPRO メニュー連携が設定されているときは、設定が解除されます）。 
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補足事項 

■ESMPRO メニュー連携の設定を行うには、 ESMPRO/ServerManager ( Ver .4.0 降)および 
MegaRAID Client がインストールされている必要があります。 

■ESMPRO メニュー連携の設定を解除するには 、 Power Console Plus (MegaRAID Client ) がアンイ 
ンストールされている必要があります。 

■MegaRAID Client 力《インストールされているかは、「スタート」一「プログラム」メニュー項目に 
「MegaRAID Client 」 があるかで確認できます。 

■ESMPRO メニュー連携が設定されているかは、 ESMPRO / ServerManager の統合ビューア(オペレー 
シヨンウインドウ） のツールメニュー 項目 に 「Power Console Plus 」 があるかで確認できます。 

- ESMPRO / ServerManager をアンインス!ルすると 、 ESMPRO メニュー連携の設定も解除(アンイン 
ス I ^ール)されます。 
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3.5 アンインス!-ール 


下の手順にしたがって Power Console Plus をアンインストールします。 


1) 添付の 「 EXPRESSBUILDER 」 と書かれた CD - ROM をドライブにセットする。 


2) [ソフトウェアのセットアップ]-也 SMPRO ] をクリックする。 


ESMPRO マスタコントロールメニューが表示されます。 

3) 闡連ューティリティメニューへ]をクリックする。 

関連ユーティリティメニューダイアログボックスが表示されます。 

4 ) [Power Console Plus ] をクリックする。 

[セットアップオプションの選択]の画面が表示されます。 

5) [アンインストール[コンホ。-ネント：すべての]ン 
ホ°-ネント]]を選び、[次へ]ボタンをクリックする。 

アンインストールが開始され、セットアップの自動 
実行が終了すると[セットアップの完了]の画面が 
表さされます。 


アンインストールの自動実行の途中でしばら〈画 
面が止まっているように見える場合があります。 


6) 院了]ボタンをクリックする。 


戻る(目 ）」I 完了 j キトンかレ」 




各画面は、 Windows 2000のアンインストール時のものです。 


0 Power Console Plus をアンインストールする際にが下のイベントログが登録されることがあります力 《 、システム 
の動作上問題ありません。 


重要 


ソース : Service Control Manager 

イベント ID :7031 

説明 : SNMP Service サービスは不正に終了しました。これは1回発生しています。 

ソース ： NobleNet Portmapper 

イベント ID :〇 

説明 ： NobleNet Portmapper error 
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4 . Power Console Plus の機肯目 

ここでは Power Console Plus の機能について説明します。 


Power Console Plus を起動すると次の画面が表示されます。 



Power Console Plus の画面レイアウト 


構成要素 

説明 

メニューバー 

Configuration 、 Adapter、Physical Drv、Logical Drv 、 Progress、Help メ 
ニューオプションが選択可能です。 

ツールバー 

機能を容易に選択するためのアイコンです。 

コンボボックス 

コントローラ、またはサーバを選択します。 

Physical Devices 
View 

SCSI Channel に接続された物理デバイス情報を表示します。 

Logical Devices 

View 

ホットスペアとロジカルドライブを表示します 

ラジオボタン 

Logical Devices View の Logical View と Physical View を選択します。 

最下段 

システムに接続されているアレイのロジカルドライブと物理ドライブの数を表示しま 
す。 


■ Rebuild 中や Performance Monitor の表示、 Reconstruction 実施中は異なるサーバを選択すること 
ができません。 

- Power Console Plus が既に動作中の場合、新サーバへのアクセスができません。 

- ビユーオンリー (View Only ) モードからフルアクセス (Full Access ) モードへの変更はできません 。 Power 
Console Plus を一旦、終了し、再度 、 Power Console Plus を起動して下さい。起動時はサーバを選択し、 
フルアクセスモードでのパスワードを入力して〈ださい。 
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4.1 ツールバー 


Power Console Plus の画面の上方のツールバーにアイコンがあります。このアイコンで Power Console Plus の機能 
を容易に選択することができます。 


Display Configuration /イコン 


I このアイコンをクリックすると選択しているコントローラの RAID システムのコンフイグレーシヨン情報を 

S-S I 表示します。 



Server : Local_Serv Adapter : Adapler_1 


Number Of Logical Dfives:1. 


三 

Logical Drive 1 
State 

: Optimal 



RAID TYPE 

: 5 



Write Policy 

: Write Back 



Read Policy 

: Read Ahead 


Cache Policy 

: Caching I/O 


Stripe Size 

: 8K Bytes 



No. of Stripes 

: 6 



Size 

49295 MB 



Component Physical Drives : 



RANK 0 




CHANNEL 

1, TARGET : 

0 


CHANNEL 

1'TARGET : 

1 


CHANNEL 

1,TARGET : 

2 


CHANNEL 

1,TARGET: 

3 


CHANNEL 

1'TARGET : 

4 

▼ 


ソ狂 k 


Print アイコン 



このアイコンをクリックすると、選択しているコントローラの RAID システムのコンフイグレーシヨン情報 
を印刷します。 


Wizard Configuration 人イ」ン 



このアイコンをクリックすると、 RAID システムのコンフィグレーションを行うことができます。 
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Clear Configuration アイコン 



このアイコンは絶対にクリックしないで〈ださい。 

現在使用しているコンフィグレーション情報を消してしまいます。 


Adapter Properties アイコン 

-I r このアイコンをクリックすると、選択しているコントローラのプロパティ情報を表示します。 


曾 


圏旧巧 


Logical arive properties : 




Number Of Logical Drives: 3. 



Logical Drive 0 
State 

RAID TYPE 


Firmware Version 

: 7.6455 

: Optimal 
: 0 

BIOS Version : 

4.3431 

Write Policy 

: Write Thru 


Read Policy 
Cache Policy 

: Adaptive Read Ahead 
: Cached I/O 


Rebuild Rale : 

100 

Stripe Size 

No. of Stripes 

: 8K Bytes 
: 1 

Cache Size : 

16MB 

Size 

8682MB 



Component Physical Drives : 



RANK 0 




CHANNEL 

; 0,ID ; 2 


jJ 

► 



Physical Drive ; "イコン 


包 


このアイコンをクリックすると、選択した物理ドライブのプロパティ情報を表示します。 
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Logical Drive アイコン 



このアイコンをクリックすると、選択したロジカルドライブのプロパティ情報を表示します。 



Rebuild Rate アイコン 



このアイコンをクリックすると、 Rebuild や Reconstruction の I / O レイトを変更することができます。 


Rescan / づ」ン 



このアイコンをクリックすると、選択しているコントローラのすべてのドライブ構成情報を確認するため 
に、 Channel をスキヤンします。このスキヤンで、表示が最新の情報に更新されます。 
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Display Lo を アイコン 



このアイコンをクリックすると、次のようにログを表示します。 



广於 Power Console Plus 動作中のログが Raid.log に記録されます。 Raid.log は Power Console Plus 
^ (MegaRAID Client) の動作ディレクトリに作られます。 

ヒ、ト インストール先力《「 C-¥Program Files¥MegaRAID 」 の場合、動作ディレクトリは、「 C-¥Program 
Files¥MegaRAID¥ClientJ になります。 


Exit アイコン 



このアイコンをクリックすると、 Power Console Plus を終了することができます。 


Help アイコン 



このアイコンをクリックすると使用している Power Console Plus についての情報を表示します。 
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I-I |x| 


This wizard will help you to configure your RAID 
system quickly and easily. 


To start configuration, click next. 

(• Custom : Allows you to define all aspects of the 

configuration (arrays'logical drives) 
and their parameters 

广 Automatic : Automatically defines arrays and 

logical diives and sets their parameters. 

P* Redund 前巧： け checked. Automatic Configuration 
will create redundant arrays, 
where possible 


|To start configuration, click next. 


jCustom configuration 


III Next> 


4.2 メニューバ- 


Power Console Plus のメニューは次のとおり c 


Configuration メニュ - 


■iguration &d 冲 t な 


I Confi 

Wizard 

Display 

Print 

Load 


Physical Drv Logical Drv Progress Help 


IHHH kUI 團 I I ぉ I J 


IP Adapter_1 


• 巧 ) READ 丫 
» C4)READY 
• (5)A1-1-0nln 


夸 Channel 2 

P 善 械 READY 
(DREADY 
り ) READY 


矣 Charnel 3 


专 Channf 

- 善 做 / 


lel 4 


►A2-1-0nln 

(1) A2-2-Onln 

(2) A2-3-Onln 
谢が卜 Onin 
(4)READY 
巧 ) READY 
做 Processor 



- Wizard 

コンフイグレーシヨンを行ないます 。 Automatic Configuration と Custom Configuration があります。起動す 
ると次の画面を表示します。 


この画面は Custom Configuration を選択しています。 


オプション 

説明 

Configuration 

RAID システムのコンフィグレーションを行うための Wizard を起動できます。 

Adapter 

コントローラに関するオプションを選択できます。 

スピーカの使用設定 、 Performance Monitor の起動ができます。 

Physical Drv 

物理ドライブのプロパティ表示や Rebuild ができます。 

Logical Drv 

Check Consistency 、 プロパティの表示、 Initialize ができます。 

Progress 

Rebuild 、 Initialize、Check Consistency、Reconstruction の進披表 tf や 
Performance Monitor の表示ができます。 

Help 

Power Console Plus の情報を表示できます。 
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Automatic Configuration :物理ドライブの接続状況や Redundancy チェックボックスのチェックの有無に 

よって、最適な RAID システムを自動的に構成します。 「 Automatic 」 を選択し、 
「 Next 」 ボタンをクリックすると次の画面が表示されます。 



Action: uonfiguralion Preview 



L c^fc^Devfces 


|p) Adapter 
~ B Array 1 

I 一 LD 1:RAID 5 : 43 舶 MB 
f Afrav 2 

1 一 LD 2: RAID 1:4338 MB 
子 . 8 Arrays 

1 Lm I n t • RAID n - 州の MR 

— 

Logical View 

r Physical View 




< Back 1 

Fimsh \ Cancel I Help I 

Click Finish to save the configuration 


lAutomatic configuration 


Custom Configuration : 使用する物理ドライブや作成するロジカルドライブの詳細を指定して 

Configuration を作成します。「 Custom 」 を選択して 「 Next 」 ボタンをクリックす 
ると次の画面を表示されます。 



アレイを構成するドライブを選択し 、 Add to Array ボタンをクリックします。 
Wizard 動作中は既存のアレイにドライブを追加することができません。 


ホットスペアを追加するためにはホットスペアにするドライブを選択し Add Spare 
ボタンをクリックします。 

表示の構成に同意するときは Accept Array ボタンをクリックします。 

最後に構成したアレイを削除するときは Reclaim ボタンをクリックします。 

提案のコンフイグレーシヨンを受け入れるときは 「 Next 」 ボタンをクリックします。画 
面に従いコンフィグレーションを完了して〈ださい。 
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Display 

カレントの RAID システムのコンフィグレ-ションを表示します。 

Print 

カレントの RAID システムコンフィグレ-ションを印刷します。 

SAVE 

ハードディスクドライブやフロッピーディスクにコンフィグレーション情報を保存します。 □ □□□□□□□□□□ 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 

DDDDDDDDDD 

LOAD 

保存したコンフィグレーションを回復します。 

この機能は保守用です。操作しないようにお願いいたします。誤った操作を行なうとデータを損失する可 
^ ♦ 能性があります。 


重要 


Clear Configuration 

ディスクアレイのコンフィグレーション情報をクリアします。 



この機能を使用すると、全てのコンフィグレーション情報を消してしまいます。 
絶対に使用しないで〈ださい。 


EXIT 


Power Console Plus を終了します。 
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Adapter メニュ ー 



Adapter メニューの詳細は!^下の通り 


オプション 

説明 

備考 

Update Firmware 

- 

このオプションは使用 
できません。 

Flush Cache 

強制的にコントローラのキャッシュメモリの内容をロジカルドラ 
イブに書きこみます。 


Performance 
Monitor On/Off 

ロジカルドライブのパフオーマンスをグラフィカルに表示しま 
す。表示は棒グラフまたは巧れ線グラフを選択可能です。この 
オプションは単に表示の有無を選択するだけです。 


Properties 

コントローラの SCSI 仕様、キャッシュメモリサイズ 、 Rebuild 
Rate 、 ファームウェアや BIOS の/くージョンを表示します。 


Diagnostics 

- 

このオプションは使用 
できません。 

Rebuild Rate 

ドライブの Rebuild Rate を変更します。 


Rescan 

SCSI Channel を再スキャンします。 


View Log 

MegaRAID イベントログを表示します。 


Enclose 

Management 

物理 RAID ドライブキャビネットの管理を行います。 RAID エ 
ンクロージャを図示します 。 RAID Channel の実動時間での 
状態を表示します。エンクロージャ装置の追加や削除を管理 
します。 


Alarm Control 

物理ドライブがフェイルしたときのシステムアラームの鳴動の 
有無を設定します。 


Fast Initialization 

高速イニシャライズを行うかどうかを設定します。 



- Flush Cache 

MegaRAID システムを緊急に電源断しなければならないときにデータを完全に保護するためにキャッシュメモリ 
の内容をドライブに書き出します。 
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Performance Monitor 


Arrange View Options 


KMIH 


lO/Sec 


圧 


On を選択した場合はドライブパフオーマンスをグラフ表示します。 Off を選択した場合はこの機能は動作しません。 
表示はロジカルドライブの選択やグラフのタイプの選択ができ、画面のアレンジも可能です。 


Properties 

コントローラのプロパティを表示します。 


Rebuild Rate 

システムリソース全体に対するフェイルドライブの Rebuild 処理に割り当てる Rebuild Rate を指定します。設定 
は REBUILD RATE 設定画面で Rebuild の比率をスライダで設定し、 「0 K 」 ボタンをクリックします。 


11 — 

已〇 




2J 




ヒント 


ク 


高いパーセンテージを選ぶと処理能力を優先的にリビルトに使い、低いパーセンテージを選ぶとリビルト 
中のシステムのパフオーマンス問題を最ル限にとどめます。 


Rebuild Rate を高い比率にすると、システムに対して様々な障害が発生する可能性があります。 
Rebuild Rate の値は30が下にしてお〈ことを推奨します。 


Rescan 

すべての SCSI Channel を再スキヤンし、接続された SCSI デバイスの状態を更新します。 


□k 


Cancel 



REBU LD RATE 


KB/Sec 


PERFORMANCE MON TOR 


uu の 9876543210 


UUU987G 543210 
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View Log 

MegaRAID イベントログを表示します。 



Enclosure Management 


RAID ドライブのエンクロージャを表示します。ドライブエンクロージャは3つのアイコンで表示します。アイコンをク 
リックすることで、ドライブごとに;令却ファン、電源、温度について表示します。 



エンクロー ジャ管理 アイコン 

アイコンをクリックしたときにエンクロージャ対応の装置の場合、温度、ファン、電源の状態を表示します。 


アイコン 

説明 

因 

選択したサブシステムの電源状態を表示します。 

図 

選択したサブシステムのフアン状態を表示します。 

回 

選択したサブシステムの温度監視の状態を表示します。 


Alarm Control 

物理ドライブがフェイルしたときにビープ音が鳴動させることができます。ビープ音が鳴動すると Silence Alarm が 

選択されるまでビープ音は継続します。 Rebuild 終了後は Rebuild 終了のビープ音が 

鳴ります。アラームをとめるために Silence Alarm を選択します。アラームの設定は次のとおりです。 


設定 

説明 

Enable / 

Disable Alarm 

Alarm Control オプシヨン選択時、 Disable Alarm が表示された場合は、現ア 
ラーム設定は有効状態で、設定を無効に変更可能です。一方、 Enable Alarm 
が表示された場合は、現アラーム設定は無効状態であり、設定を有効に変更可 
能です。 Enable Alarm が設定されているときはホットスペア Rebuild 完了した 
後にフェイルドライブが存在しない場合やすべてのロジカルドライブがオンライン 
のときもビープ音が鳴動します。アラームを停止するためには Silence Alarm 機 
能を使います。 

Silence Alarm 

ビープ音が鳴動している場合、アラームを停止します。ビープ音が鳴っていない場 
合は何も影響はありません。 


Fast Initialization 

高速イニシャライズを行うかどうかを設定します。 Enable (デフオルト）で使用して下さい。 
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Physical Drive メニュー 



- Rebuild 

フェイルドライブの Rebuild を実施します。いつでも Rebuild を停止するために Abort Rebuild が選択できます。 
この場合、ドライブは Rebuild 開始前の状態に戻ります。 

RAID 1と引よ冗長性があります。 RAID グループの物理ドライブがフェイルした場合、 RAID サブシステムの動 
作は継続しますが、冗長性は提供されません。さらに他の物理ドライブがフェイルするとサブシステムはダウンしま 
す。し力、し、この前にフェイルした物理ドライブを交換し、 RAID システムを Rebuild することができます。ただし、 
システム動作中の Rebuild 処理は、システムパフォーマンスに影響する可能性があります。 

- Update Drv Firmware 

このオプションは使用できません。 
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Change Status 


操作対象の物理ドライブを選択してからこのオプションを使用して〈ださい。 


オプション 

説明 

Make Online 

物理ドライブをオンラインにします。 

Fail Drive 

物理ドライブをオフラインにします。 

Spin Up 

物理ドライブを操作可能な速度に回転させまず。 

Spin Down 

物理ドライブをオフラインにする前に物理ドライブの回転を停止させます。 

Make Hot 

選択した物理ドライブをホットスペアに設定します。ホットスペアは自動的にフェイルに 

Spare 

なった物理ドライブと変わり、ロジカルドライブをオンライン状態にします。ホットスペアは 
RAID ドライブをパワーアップさせる通常はスタンバイ状態にある物理ドライブです。 

ホットスペアは RAID Level が1または引こ対して使われます。ホットスペアを作成する 
ためには物理ドライブアイコンをクリックして〈ださい。ホットスペアにする物理ドライブは 
RAID アレイのほかの物理ドライブと同じかより大きい容量の物理ドライブでなければ 
なりません。 


Property 

選択した物理ドライブのプロパティを表示します。 



なお、 Processor を選択してプロパティを表示した場合、 Insertion の表示が正し〈表示されない場合があります。 
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Logi cal Dry メニュー 



- Initialize 


選択したロジカルドライブの Initialize を行います。 Initialize 実施中はその進披を表示することができます。 
Initialize は物理ドライブの種別や容量によって実施時間が異なります。 



♦ Power Console Plus はいつでも Initialize を行うことができます。し力、し、 Initialize を実施すると、既存 
〇 のデータが影響をうけ、すべてのデータが失われますので細也、のミ主意を故って実施するようにお願いいたし 

ます。 


- レ hecK Consistency 

RAID Level が1または 5 のロジカルドライブの冗長データをチェックします。 

チェックするロジカルドライブを選択し 、 LogicalDrv メニューの Check Consistency を選択します。 

実施を確認する次のメッセージが表示されます。 「 OK 」 ボタンをクリックするとチェックを開始します。 

Parity Checking Selected Device ( s ; ? 

不一致を検出すると、自動的に修正しまず。しかし、データドライブで読み込みエラーが発生すると、バッドデータ 
ブロックを作成したデータを使ってリアサインします。 


- Properties 

選択したロジカルドライブのプロパティを表示します。ロジカルドライブは先に選択しておいたロジカルドライブか、 
「 Next 」 ボタンをクリックすることで表示できます。なお、表示位置がずれる場合がありますが、表示上の問題であ 
り、他の動作には影響ありません。 


31 - 






















































- Change Config 

このサブメニューで Cache Policy の変更 、 Read Policy の変更 、 Write Policy の変更 、 RAID Level の変更を 
行うことができます。 



■ Change Cache Policy 

Cache Memory Policy を Direct または Cached に変更できます。 


■ Change Read Policy 

Cache Read Policy を Normal、Read Ahead、Adaptive Read Ahead に変更できます。 


Read Policy 

説明 

Normal 

選択したロジカルドライブに対して先読みは行いません。これがデフォ 
ルトです。 

Read Ahead 

選択したロジカルドライブに対して先読みを行います。 

Adaptive Read Ahead 

2回連続して継続したセクタに対してアクセスを行った場合は先読みを 
行います。すべての Read 要求がランダムな場合は、先読みは行ない 
ません。ただし、その後シーケンシャル読み込みが可能かどうかの評 
価は継続して行われます。 


Change Write Policy 

Cache Write Policy を Write Back、Write Thru に変更できる。 


Write Policy 

説明 

Write Back 

コントローラキャッシュがすべてのデータを受信した時点でコントローラ 
はホストに対してデータ転送完了を通知します。 

Write Thru 

ディスクアレイがすべてのデータを受信した時点でコントローラはホスト 
に対してデータ転送完了を通知します。これがデフオルトの設定です。 
Write Thru は Write Back に比べてデータの安全性の面では有利 
です 。 Write Back は Write Thru に比べてパフナーマンスの面で有 
利です。 
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■ Virtual Sizing 

この機能は使用できません。 

■ Add Capacity 


ロジカルドライブに物理ドライブを追加するためのオプションです。最初に物理ドライブのドライブアイコンをク 
リックします。追加先のロジカルドライブアイコンをクリックします 。 LogicalDrv メニューの Add Capacity を選 
択します。確認メッセージが表示され、 0 K ボタンをクリックします 。 RAID Level を選択します。このときグレイ 
アウトしていない RAID Level を選択して〈ださい 。 RAID Level 選択後、 APPLY ボタンをクリックします。 


^ I ■ ロジカルドライブに追加する物理ドライブは Ready 状態でなければなりません。 

、 J - Add Capacity の操作中に行われる Reconstruction 中は操作ができな〈なります。 
ヒント 

- Windows 2000の場合、ベーシックディスクに対してのみ容量の追加が可能です。 
ダイナミックディスクに対しては容量の追加はできません。 


Progress Menu 

Rebuild 、 Initialize、Check Consistencv 、 Reconstruction が行われているときだけこのメニューが選択可能です。 



オプション 

説明 

Rebuild Progress 

Rebuild の進披を表示します。 

Diagnostics Progress 

診断テストの進抄を表示します。 

Initialize Progress 

Initialize の進披を表示します。 

Check Consistency Progress 

Check Consistency の進披を表示します。 

Reconstruction Progress 

Reconstruction の進抄を表示します。 

Performance Monitor 

Performance Monitor 画面を表示します。 
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5 . Power Console Plus の操作 

Power Console Plus の操作について説明します。 
基本的な用語及び操作の説明をします。 


ドライブ ステータス 

SCSI ID またはアレイの右側に表示される物理ドライブ状態は次のとおりです。 


ドライブ 

ステータス 

コード 

説明 

オンライン 

Onln 

物理ドライブは正常。ロジカルドライブを構成する物理ドライブです。 

レディ 

READY 

物理ドライブは正常。ホットスペアでもなく、ロジカルドライブの構成要素でもありません。 

" MASTER ，， と表示されている場合もあります。 

ホットスペア 

HOTSP 

オンラインの物理ドライブがフェイルした場合のスペアドライブです。 

フェイ>/レ 

Failed 

物理ドライブは故障しており、サービス対象外です。 

Rebuild 中 

Rebuild 

Rebuild 中の物理ドライブです。 


Logical Devices 

Logical Devices View にはカレントコントローラの構成済のアレイ、ロジカルドライブ、ホットスペアとホットスペアプール 
(Global hot spare pool ) を表示します。 

Logical Devices View 内にあるラジオボタンの Logical View をクリックし選択すると、構成済のロジカルドライブを表 
示します 。 Physical View をクリックし選択すると、構成済の物理ドライブを表示します。 


Adapter (コントローラ)プロパティの表示 


Adapter の Properties をクリックし選択すると 
Adapter プロパティ（右図）を表示します。 

カレントコントローラの Firmware Version 、 
BIOS Version、Rebuild Rate 等を確認するこ 
とができます。 

カレントコントローラ上に作成されたロジカルドラ 
イブの RAID Level . Size 等も確認することがで 
きます。 
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物理ドライブプロパティの表示 


物理ドライブアイコンをダブルクリックし選択すると物理ドライブプロパ 
ティ（右図）を表示します。 

物理ドライブの Vender > Size 等を確認することができます。 


rPrevious Drive 」 をクリックすると1つ前の ID の物理ドライブ、 
「Next Drive 」 をクリックすると次の ID の物理ドライブの物理ドライブプ 
ロパティを表示します。 



ロジカルドライブプロパティの表示 


ロジカルドライブアイコンをダブルクリックし選択 
するとロジカルドライブプロパティ（右図）を表示し 
ます。 

ロジカルドライブの RAID Level . Read Policy 、 
Size 等を確認することができます。 



アダプタ（コントローラ）の選択 

カレントコントローラ カ 《 、対象とする コントローラで はない場合 、 Adapter ボックスをクリックし、 正しい コントローラを 選んで 
〈ださい。 


Power Console Plus は、 Adapter ボックスで表示された コントローラの 制御が可能です。 サーバ に 複数のコントロー 
ラが接続されている場合は、 Adapter ボックスで選択することにより Mega RAID Client 監視■制御対象にする コント 
ローラの 切り替えが可能です。 
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5.1 アレイ•ロジカルドライブの構成手順 


-に 1x1 


This wizard will help /ou to configure your RAID 
system quickly and easily. 

To start configuration, click next. 

c Custom : Allows /ou to define all aspects of the 

Iguration (arra が logical drives) 


' Automatic 


configuration (arrays,! 
and tneir parameters. 

: Automatically defines arrays and 
■ ’ sets their para 


omatically c 
logical drives and s 


parameters. 


口始加お ! 班 1 〔 1.-.: If checked. Automatic Configuration 
will create redundant arrays, 
where possible. 


^ Back 


Next > 


Cancel 


Help I 


Custom configuration 


アレイ•ロジカルドライブの構成手順について説明します。 


手順1 

Configuration メニューの Wizard を選択 
して〈ださい。 

右の画面で 「 Custom 」 モードまたは 
「 Automatic 」 モードを選択し 「 Next 」 ボタンを 
クリックして〈ださい。 


「 Automatic 」 モードを選択した場合は手順 
4へ進んで〈ださい。 


コンフィグレーションのタイプ 

コンフイグレーシヨンのタイプは Custom または Automatic のどちらかを選択できます。 


ヒント 


手順2 

レディ状態の物理ドライブアイコンを選択してく 
ださい。 

「Add to Army 」 ボタンをクリックし、物理ドラ 
イブを New Array に割り当てます。 

次に 「Accept Array 」 ボタンをクリックし、 
「 Next 」 ボタンをクリックして〈ださい。 

New Array には、ロジカルドライブを 
構成するための全ての物理ドライブを 
割り当てて〈ださい。例えば 、 RAIDS 
を作成する場合は、少なくとも3台の物 
理ドライブを割り当てる必要があります。 


ヒント 


-Inlxi 


Action: Array Definition 


Ippi Adapter 
各 - ■ new array 

Global Hot Spare Pool 


< Back 


Next / 


Accept Array 


Reclaim I 


Cancel 


Help I 




drive(sXAdd to Arrav ai 







タイプ 

説明 

Custom 

パラメータを設定し、アレイとロジカルドライブを定義します。 

特定の要求でコンフィグレーションを行なう場合は、このオプションを選んで〈ださい。 

Automatic 

Wizard は動作環境にパラメータを自動的に設定し、アレイおよびロジカルドライブを自 
動的に定義します。 

冗長アレイ構成にする場合は、 Redundancy ボックスをクリックして〈ださい。 

最適な RAID システムを構成するためにこのオプションを選択して〈ださい。 
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手順 3 

アレイの RAID Level 及びロジカルド 
ライブの容量を決定して〈ださい。 

「 Accept 」 ボタンをクリックし、 「 Next 」 ボ 
タンをクリックして〈ださい。 

アドバンス パラメー タ （Write Policy 
等）の設定をするときには、ここで 
「 Advanced 」 ボタンをクリックして〈ださい。 


Action: Log に al Drive Derinition 


Log に al Drive Parameters 
Logical Drive 1 


RAID Level 区 AID 日 

Size (MB) [ 

广 Span Arra- 




刪] 


アドバンス パラメー タの設定 - 

右の画面でそれぞれのパラメータを設定して〈ださい。 


- に 1x1 


Advanced 


Accept I 


Logical Devices 

|pi Adapter 

Array 1 

1 new : RAID く undefined〉 

Global Hot Spare Pool 

Undo 1 



< Back 


Next > 


Cancel 


He ぃ」 


Custom conlisura が on 


Advanced Parameters 


圓田 E 


f - ご使用の コントローラに よっては、 

システムの性能や安定した運用を 

^_ 行っていただ〈ために設定する値を 

ヒント制限させて頂いている場合があり 
ます。コントローラに添付されている 
説明書などをあらかじめご確認下 
さし、。 


Stripe Size 

Read Policy 

Write Policy 
Cache policy 
r Virtual sizing 

I OK 


64 KB : J| 

Normal _J 

Write Back 叫 ] 

Direct 叫 ] 


Cancel 



」口 Ix| 


手順 4 


右の画面で構成するアレイの内容を確 
認して〈ださい。 

内容確認後、 「 Finish 」 ボタンをクリック 
して〈ださい。 


右の画面では Channel 4 の 
^ IDO 〜2の3台の物理ドライブ 
で 、 RAID Level が RAIDS . 
容量が 1024 MB のロジカル 
ドライブを持つ、 Arrayl ( Al ) 
を作成します。 


Action: Configuration Preview 



Logical Devices 

G Logical View 

Ipn Adapter 

- % Array 1 

I LD1：RAID 5：1024 MB 

广 Physical View 

一巧 Global Hot Spare Pool 



< Back Finish Cancel I Help I 
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手順 5 

右の確認画面で、「〇町ボタンをクリックして〈ださい。 
新しいコン フイ グレ ー シヨンがコント ロー ラにセ ー ブされます。 



手順6 

ちの確認画面で、 「 OK 」 ボタンをクリックして〈ださい。 

ロジカルドライブの Initialize を行います。 

， ^キャンセルした場合は、メイン画面の Logical 

Devices View でロジカルドライブアイコンを選択 
L J し 、 Logical Drv メニューの Initialize を選択して、 
L ノト Initialize を実施して〈ださい。 



アレイの構成を変更する場合 




D D D D 


アレイの構成を変更するには、上の画面の Logical Devices View で変更するロジカルドライブアイコンを選択し、 
「 Reclaim 」 ボタンをクリックして〈ださい。表示される確認画面で「〇区」ボタンをクリックして〈ださい。その後、手順2よ 
りやり直して〈ださい。アレイにロジカルドライブを定義する前（手順4の前）であれば、上の画面まで 「 Back 」 ボタンをク 
リックし戻ることで、同様の手順でアレイの構成を変更することができます。 


既存アレイへの物理ドライブの追加 


Wizard 動作中は、物理ドライブを既存のアレイに追加することはできません。 


/ \ 

ヒント 


物理ドライブを既存のアレイに追加する方法に付いては、「5. 4オンラインキャパシティェクスパンシヨン実施手 
順」を参照して〈ださい。 
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Rebuild が開始され、右の画面で進披が表示さ 
れます 


■進披が表示されているときに 「 Abort 」 
ボタンをクリックすると、 Rebuild を強 
ヒント制終了させることができます 

■ Rebuild を実施したあとは Check 
Consistency でロジカルドライブの状 
態をチェックすることをおすずめします。 
Check Consistency につし、ては、「5.3 
ロジカルドライブの Check 
Consistency 実施手順」を参照してく 
ださい。 


5.2 物理ドライブの Rebuild 実施手順 


物理ドライブの Rebuild 実施手順について説明します。 


瞧 




-inixl 


手順1 

メイン画面の Physical Devices View で 
Rebuild を実施する物理ドライブアイコン （Fail 
状態の物理ドライブアイコン）を選択して〈ださい。 


Configuration Adapter | Physical Drv Logical Drv Progress Help 


[¥1包 I 盏 I 包! 


Physical Drv メニ 
て〈ださい 


L —の 「 Rebuild 」 を選択し 


«I92D 


Channel 1 
の ) READY 
(DREADY 
り 〉 READY 
巧 ) READY 
(4)READY 
!-• 巧 〉 READY 


Update Drv Firmware- 
Change Status 


Properties 


い I が I 團 I I 041 ,J 


ぞ Channel 2 
[~m の ) READ 丫 
\-m (DREADY 
L 參 り ) READY 


寒 Channel 3 


专 Channel 4 

> の ) A1-1-0nln 
» (1)A1-2-0nln 

> 巧 1 品 
» <3)READY 

-• (4)READY 
- 参 ち ) READY 
-)m (6) Processor 


Jl Adapter 
三 ， Array 1 

I l-S LD 1：RAID 5 : 1024 MB 
，巧 Global Hot Spare Pool 


• Logical View 
- Physical View 


ho of Physical d 


Mega RAID Power Console Plus 订祇 




巧 


Rebuild Selected Dev ice (s)? 


3 辛 vytz ル 


REBUILD ■ 

t -inixl 

Arran が 1 

1 ! Ch 4 ID 2 J 

-InS x| 

j Abort! 



1 巡 r; 

1 






D 

D 



D 

D 

D 

D 

□ D 

□ D 

□ D 

□ D 

□ D 

□ D 

□ D 

□ D 

□ D 

□ D 
n D D 
□ □ □ 
□ □ 
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Mega RAID Power Console PlusCTM) 




皆 


Parity Checking Selected Dev ice (s)? 

辛ル J 


Check Consistency が開始され、右の画面で進 
披が表示されます。 

進披が表示されているときに、 「 Abort 」 ボ 
タンをクリックすると Check Consistency 
を強制終了させることができます。 




ヒント 



5.3 ロジカルドライブの Check Consistency 実施手順 


ロジカルドライブの Check Consistency 実施手順について説明します。 


手順1 

メイン画面の Logical Devices View で 
Check Consistency を実施するロジカル 
ドライブアイコンを選択して〈ださい。 

Logical Drv メニュー の 「 Check 
Consistency 」 を選択して〈ださい。 


Configuration Adapter Physical Drv | Logical Drv Progress Help 


-Ini x| 


色 I 盏 I 匆 1 と 


WI92D 


わ itialize 

Properties 
Change Config 


I が I 團 I I 的 I, I 
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5.4 オンラインキャパシティェクスパンシヨン実施手順 

ここでは、オンラインキャパシティェクスパンシヨンの実施手順について説明します。 


アレイの容量拡弓長 （Add Capacity ^ 




重要 


レ:>1下の条件のときのみ既存のアレイに物理ドライブを追加し容量を拡張することができます。 

- アレイには、ただ1つのロジカルドライブが構成されていること（アレイに複数のロジカルドライブが構成され 
ている場合はアレイの容量拡張を行うことはできません）。 


- Windows 2000の場合、容量を拡張するディスクがべーシックディスクであること（ダイナミックディスクに 
対しては容量の追加はできません）。 


- ご使用のディスクアレイコントローラが N 8103 -64 / N 8103 -80 / N 8103 -81 の場合のみ本機能を使用す 
ることができます。 N 8103-73 / N 8103-73 A ご使用時は使用できませんのでを意して〈ださい。 


f ——容量拡張後のアレイの選択できる RAID Level は、アレイを構成している物理ドライブの台数により異なりま 
す。物理ドライブが2台のときは RAIDO 及び1、3台!^上のときは RAIDO 及び5が選択できます。 

新しい物理ドライブは SCSI バスまたはサブシステム（ディスクラック等）に追加できます。 



不測の事態があっても対処できるように、容量を追加する前に必ず、ロジカルドライブ上にあるパーティション 
のバックアップを行なうことをお勧めします。 


Power Console Plus を使つ人レイの容至を拡張 

Power Console Plus のメイン画面で追加する物理ドライブが適切な Channel に表示されていることを確認して〈ださ 
し、既存のアレイに物理ドライブを追加し容量を拡張するには3つの方法があります。 


第1の方法は 


手順1 

メイン画面の Physical Devices View で追加 
する物理ドライブのアイコン 、 Logical Devices 
View で物理ドライブを追加するロジカルドライブ 
のアイコンを選択して〈ださい。 

Logical Drv メニューの 「 Change 
Configuration 」 の 「 Add CapacityJ を選択して 
〈ださい。 



手順2 

右の確認画面が表示されますので 「 OK 」 ボタンをク 
リックして〈ださい。 
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手順 3 


-Ini x| 


RAID Level を選択するための画面が表示されます。 

RAID Level を選択し、 「 Apply 」 ボタンをクリックして 
〈ださい。 


Log に al Drive 1 


Select new RAID level : 


Levels 

夕 RAID 0 

Apply 


巧 RAID 1 

广 RAID 3 

Cancel I 


广 RAID 日 

Help 1 


手順 4 

アレイの Reconstruction(Add Capacity ) が開始 
され、右の画面で進披が表示されます。 



- I 口 I 
」口 I 夕 I 



22 % 


進披表示中に 「 Info 」 ボタンをクリックす 
ると、ロジカルドライブの情報と追加する 
ヒント物理ドライブの情報を参照できます。 
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第 2 の方法は 
手順1 


メイン画面の Physical Devices View で追加 
する物理ドライブのアイコン 、 Logical Devices 
View で物理ドライブを追加するロジカルドライブ 
のアイコンを選択して〈ださい。 

選択したロジカルドライブを右クリックし、 
Advanced Menu の 「Add Drive 」 を選択してく 
ださい。 



手順2 


右の確認画面が表示され増すので 「0 K 」 ボタン 
をクリックして〈ださい。 



手順3 

RAID Level を選択するための画面が表示さ 
れます。 

RAID Level を選択し、 「 Apply 」 ボタンをクリツ 
クしてください。 



手順4 

アレイの Reconstruction(Add Capacity ) が 
開始され、右の画面で進披が表示されます。 


RECONSTRUCTING 


Arrange 



Info I 


-inlxl 

-Inlxl 
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第 3 の方法は 
手順1 


メイン画面の Physical Devices View の追加 
する物理ドライブのアイコンを Logical Devices 
View の物理ドライブを追加するロジカルドライブ 
のアイコンまでドラッグして〈ださい。 



手順2 

RAID Level を選択するための画面が表示さ 
れます。 

RAID Level を選択し、 「 Apply 」 ボタンをクリツ 
クしてください。 



手順3 

アレイの Reconstruction(Add Capacity ) が 
開始され、右の画面で進披が表示されます。 


RECONSTRUCTING 


Arrange 



Info 


-inlxl 
-Ini xl 



この後は Windows よりパーテイシヨンを作成して〈ださい。 
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6 . 定期的な Check Consistency の実施 

アレイディスクに対して、定期的に Check Consistency を実施することで、検出した不整合を修復することにより、物理 
ドライブ障害時の Rebuild 失敗を未然に防ぐことができます。また、 Check Consistency はロジカルドライブの全面 
Read を行ないます。これは、物理ドライブの普段アクセスのない部分についてもアクセスを行なうことになるので、物理ド 
ライブの後発不良の早期検出の役目をまたすこともできます。このため、定期的な Check Consistency の実施はマル 
チドライブフェイル状態の発生の確率を低下させることができ、アレイシステムの安定した運用を保つことができます。こ 
の定期的な Check Consistency は、コマンドプロンプトで下記実行形式のコマンドを動作させることで行います。このコ 
マンドはスケジュールを設定するためのコマンドです。スケジュールを設定し Check Consistency を実施した場合、開 
始/終了および15分間隔の実行状態がイベントログに出力されます。 


Check Consistency の実れ条件 

- LSI Logic ディスクアレイシステムであること 
■ Power Console Plus をインストールしていること 
- サービス MegaServ が開始になっていること 


実行形式 
■形式 

megactrl argl [ arg 2[ arg 3[ arg 4 し.]]」」 

( megactrl.exe は Power Console Plus を インスト ー ルす ると一 般に 「 c :¥ winnt ¥ system 32 」xi にインストールされ 
ます） 

XI: Windows 2000の場合のパスです。 


ぷ レ:>1下で説明しているパラメータ外は使用しないで〈ださい。 



引数 

意味 

argl 

■cons 

Check Consistency のスケジュール設定を行います。時間設定の他の arg 
が後続します。他の arg の指定がないときはそれぞれのディフォルト値使われ 
ます。 

arg 2 〜 argl 

-h 

Check Consistency の開始時間を設定します。0時から23時まで設定可能 
です。（ディフォルトは0時） 

-d 

Check Consistency を動作させる曜日を〇〜6で設定します。 

(ディフォルトは日曜日で 0) 

■w 

Check Consistency の動作間隔を〇〜24で週間隔を設定します。なお- wO 
は毎日を意味します。（ディフォルトは1週間隔） 

dateMM / DD/YYYY 

Check Consistency の動作開始日を設定します。 

(ディフォルトはコマンド実施日） 

YYYY の範囲は1900〜 2038(2038 年を超えることはできません） 

-abort 

Check Consistency が実施中ならば、終了させます。 
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引数 

意味 

argi 

-enChkCon 

スケジユール時間に Check Consistency を実施させます。 

(デイフオルト） 

-disChkCon 

スケジユール時間の Check Consistency を抑止します。動作中の Check 
Consistency には影響しません。 - enChkCon と同時に指定した場合は最後 
に指定した方が有効になります。 


使用例 

- 日曜日ごとに0時に Check Consistency を実施する場合 
megactrl -cons 'hO -dO 'w 丄 

■ すべてのコントローラのすべての Check Consistency を終了させる場合 
megactrl -cons -abort 

■ Check Consistency のスケジユールを無効にする場合 
megactrl -aisChkCon 

■ Check Consistency のスケジユールを有効にする場合 
megactrl -enChkCon 


システムの PATH の設定によって上記のコマンドにディレクトリの指定が必要になります。 
イ列 ■ C :¥ winnt ¥ system 32 军 megactrl -cons 

ヒント 


0 N 85 O 3-6 O / N 8503-60 A / N 8503-61 ディスクアレイコント□—ラを使用している場合、スケジュール機能に 
よる Check Consistency を実行しても画面に進抄が表示されない場合があります力 《 、イベントログには登録 
B お3 されます。また 、 Check Consistency 自体は問題な〈実施できています。 
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7 . 電源制御抑止ドライバについて 

7.1AMI Standby/Hibernation Lock をインストールする前に 


N 8503-60/ N 8503-60 A / N 8503-61/ N 8103 -64/ N 8103 -73/ N 8103 -73 A / N 8103 -80/ N 8103 -81 ディスクアレ 
イコントローラを使用中の休止状態やスタンバイへの移行はサポート対象外です 。 AMI Standby/Hibernat 
ion Lock 機能を使用すると、システムの休止状態やスタンバイ状態への移行を抑止することができます。 

この機能は Power Console Plus が動作する!^下の環境にインストールできます。 

■ Microsoft ® Windows ® 2000 Server 
■ Microsoft ® Windows ® 2000 Advanced Server 

7.2 AMI Standby/Hibernation Lock のインストール 


次の手順に従って AMI Standby/Hibernation Lock をインストールします。 

1 . 管理者権限のあるアカウント ( administrator など)で、システムにログオンする。 

2. インストールを始める前に実行中のアプリケーシヨンを終了する。 

3. rEXPRESSBUILDERJCD - ROM をドライブにセットする。 

4. エクスプローラなどを使用して、 CD - ROM のレ:>1下のバッチファイルを起動する。 
ESMPRO ¥ JP ¥ I 386¥ PCON ¥ ACPI _ drv ¥ ami _ inst.bat 

コマンドプロンプトに下のメッセージが表示されるとインストールは完了です。 


Driver Installed successiully 

上でインストールは完了です。 

n AMI Standby/Hibernation Lock をインストールする場合には下の点にミ主意して〈ださい。 
CAUTION インストール前にデバイスマネージャのシステムデバイスに NEC Standby/Hibernation Lock が 
あるか確認して〈ださい。この環境に AMI Standby/Hibernation Lock インストールし、その後ア 
ンインストールする場合には 、 NEC Standby/Hibernation Lock のインストールが必要になりま 
す。 

7.3 AMI Standby/Hibernation Lock のアンインストール 

1. 管理者権限のあるアカウント （ administrator など)で、システムにログオンして〈ださい。 

2. スタートメニューから殷赶を選択し、[コントロールパネル]を起動します。 

3. 憎理ツール]内の[コンピュータの管理]を起動し、[デバイスマネージャ]をクリックします。 

4. デバイスの一覧が表示されます。 

5. デバイスの一覧より[システムデバイス ]、 [AMI Standby/Hibernation Lock ] の順でダブルクリックしまず 。 [AMI 
Stan 加 y/Hibemation Lock のプ□パティ]画面が表示されます。 

6. [□□□□]□□□□□□□□□[□□ (u)]n□□□□□□□□ 

□ □□□□□[□□□□□□□□□□ の □□□□□□□□□ 
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